
（款）　 （項）　5総務管理費 （目）　57市民活動推進費

◎男女共同参画行政の経費

【総合計画上の位置づけ】

【事業の目的】
対象

意図

効果

【事業の内容】
(1)

・

・

(2)
・

(3)
・

【中事業に含まれる実施計画事業】
女性相談の充実（１－２－２－①）
鎌倉の女性史の編さん（１－２－５－①）
男女共同参画推進条例の運用（１－２－６－①）

【事業費】

・ 男女共同参画啓発事業

・ 女性相談事業

・ 女性史編さん事業

　かまくらの女性史第３集「かまくらの女性史　年表」製作委託料 1,155
  女性史販売委託料 6

　面接相談員等謝礼 526

　情報誌「パスポート」製作委託料 596

　電話相談員報酬　4人 1,950

728

主な支出内訳

　男女共同参画推進委員会委員報酬　10人 92

6,335 6,335 5,607

　専門相談員報酬 0
　男女共同参画フォーラム講師等謝礼 579

女性相談事業

男女共同参画社会：男性と女性が家庭、職場、社会などで互いに協力しながら、同等に参画
できるまち

「かまくら２１男女共同参画プラン」を推進する啓発事業として、男女共同参画フォーラム等の
開催、情報誌「パスポート」の発行等を行った。

（単位：千円）

男女共同参画推進条例に沿って男女共同参画行政を推進した。

市民等

あらゆる分野に男女が対等に参画することができる男女共同参画社会を形成する。

固定的性別役割分担意識を見直し、あらゆる分野に男女が対等に参画することができる男女
共同参画を推進するため。

男女共同参画啓発事業

10総務費

男女共同参画プラン推進事業 【 人権・男女共同参画課 】

人権を尊重し、人との出会いを大切にするまち　

面接・電話による女性相談業務を行った。
女性史編さん事業
かまくらの女性史第３集「かまくらの女性史　年表」を発行した。

当初予算額 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額

　緊急一時保護施設拡充支援事業負担金 0

　女性史編さん指導者等謝礼 318



事務事業

№/名　称
事務事業 ８５３　　男女共同参画啓発事業 １１８９　女性史編さん事業

単　　　位 １１５０　女性のための相談事業

１２５６　女性のための相談事業

１１５３　女性史編さん事業

主管課 人権・男女共同参画課 関連課

分野名 男女共同参画社会　

目標
（目標値）
人口等の データ区分

データ 人　　　口
世　帯　数

運営資源 決算値

状　　　況 （国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）

人員配置数

人 件 費

協　働　の
パートナー

事務事業
運営経費

市民１人当
りの経費

対象者１人
当りの経費

　２０年度事務事業の変更点（新規・廃止・縮小した個別事業）/事業仕分けの視点による妥当性の評価

変更額（千円） 妥当性※

※妥当性の評価

① 必要性なし

② 民間

③ 国・県

④ 現行どおり(鎌倉市)

年度 19年度 20年度 21年度

目標値 20% 24% 27%

実績値 23% 23.20%

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

年度 19年度 20年度 21年度

目標値

実績値

　　評価　　◎：目標を達成　　○：目標に向かって前進している　　△：横ばい　　×：後退している

　ベンチマーク（県内外自治体や民間団体との比較値）

団体名 横浜市 川崎市 横須賀市 平塚市 鎌倉市 藤沢市 小田原市
女性登用目標値 ３５％ ３５％ ３０％ ４０％ ３０％ ４０％ ３５％
目標年度 毎年 Ｈ２５ Ｈ２４末 Ｈ２８ Ｈ２２ Ｈ２３ 当面
Ｈ２０年度 33% 27.90% 23.70% 32.80% 23.20% 29.60% 29.80%

個別事業名

指　　標

２０年度

事業の変更点・変更理由

指　　標

１９年度 １８年度

175,902人 175,051人

ザイムス
コード及び
個別事業
名

176,484人

評価

評価

評価指　　標

審議会等における女性
委員登用率を高める

・各年4月1日

77,430世帯 76,536世帯 75,611世帯

■サービス部門

□支　援　部 門

審議会等への女性委員の参画率の引き上げ。女性が社会参画しやすい環境の整備。

審議会等への女性委員の登用　平成２２年度末の目標３０パーセント　

市民-10 男女共同参画プラン推進事業

○

131千円 609千円

23,228千円
2.5人2.0人 2.5人

18,464千円

24,071千円 28,200千円

23,316千円

評価

22年度 最終年度（  年度）

136円

専任相談員
アンサンブル２１

4,968千円

4,359千円

160円 161円

28,196千円総事業費

5,607千円 4,884千円 

5,557千円 4,753千円
50千円

専任相談員
アンサンブル２１

専任相談員
アンサンブル２１

茅ヶ崎市
３５％

Ｈ２３Ｈ２２

逗子市
４０％

最終年度（　　年度）

30%

27.10% 30%

最終年度（　　年度）

平成21年度事務事業評価シート

22年度

22年度

指　　標

22年度 最終年度（　　年度）

備　　考



A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 無

A:充実又は拡大 C:統合又は縮小 E:事業完了 改善の必要性

B:現状のまま継続 D:廃止又は休止 無

担当部名 部長名

（１）男女共同参画社会の理念が市民・事業者等に広く理解されるために、さまざまな場面
での条例趣旨の周知、啓発を行っていくとともに、参加しやすいセミナーやイベント、フォー
ラムの開催を検討し、さらに取り組みを推進する必要がある。
（２）「鎌倉市における審議会等への女性委員の登用推進要綱」に基づき、平成２２年度末
には女性委員の登用率を３０％とするため、男女共同参画推進連絡会の推進管理者に文
書で働きかけを行う。

今後の方針
（対応・改善）

創意・工夫・課
題等の改善点
20年度の成果

創意・工夫・
課題等改善
状況

（上記対応できなかった課題・問題点について今後どのように対応（改善）していきますか）

（１）男女共同参画推進を目的として、広く市民を対象にフォーラムを開催し参加者数約１７
０名だった。このフォーラムでは、かまくら男女共同参画市民ネットワーク「アンサンブル２
１」の活動を紹介し入会を呼びかけるとともに、条例のパンフレット、情報誌パスポートを配
布して条例理念の周知・啓発に努めた。
（２）「鎌倉市における審議会等への女性委員の登用推進要綱」に基づき調査を行い、女
性委員が０人の審議会を所管する課等に対して女性委員登用についての依頼を行った。

課題・問題点

未解決の課
題・問題点

平成21年度事務事業評価シート

二次評価（部長評価）

今後の方向性

担当課長氏名： 黒岩　弘之

（１）男女共同参画社会の理念が市民・事業者等に広く理解されるために、さらに取り組み
を推進する必要がある。
（２）審議会等への女性委員の参画率を向上させるために、全庁的な取り組みが必要であ
る。

（20年度事務事業を実施するうえでの課題・問題点は、どのようなことでしたか）

（課題・問題点についてどのような創意工夫、改善をしましたか。また、どのような成果がありましたか）

（20年度事務事業の取組において対応（解決）できなかったものはどのようなことですか）

Ｂ

（１）男女共同参画社会の理念が市民・事業者等に広く理解されるために、さらに取り組み
を推進する必要がある。
（２）審議会等への女性委員登用率の向上のため、全庁的な取り組みが必要である。

市民経済部 相澤　千香子

一次評価（課長評価）

Ｂ

今後の方向性
　「鎌倉市男女共同参画社会」の推進に向けて啓発活動に努めていく。審議会等への女性委員登用率に
ついても、年度ごとの目標達成に向けて、全庁的に働きかけていく。

　「鎌倉市男女共同参画社会」の推進に向けて、一層の啓発を行っていきたい。かまくら男女共同参画市
民ネットワーク「アンサンブル２１」との協働により事業の充実を図っていきたい。審議会等への女性委員
登用率についても、目標達成に向けて努力していきたい。


